
富士山：二ッ塚・宝永山偵察山スキー報告 

 

【山域】富士山 

【日程と天気】2016年 3月 20日 曇り・ガス・標高 2000m付近で２～３℃、風弱し 

【メンバー】CL菊池・石橋 

【行程】太郎坊駐車スペース（1280m）8：05－御殿場登山口－二ッ塚と宝永山の鞍部－11：

15宝永山 2050m－滑走－1650mまで滑走－御殿場登山口－車道－13：50太郎坊駐車スペ

ース 

・富士山山スキーは例年、5 月～6 月に登頂山スキーを目標として実施していたが、5 年前

より、体力の低下などにより登頂は難しく 9 合目以下からの滑走が殆どであった。今期は

条件が良ければ富士宮ルートで登頂山スキーを実現したいと考えているが積雪不足でどう

なることやら？ 

 

・太郎坊・御殿場口から二ッ塚・宝永山付近の山スキーは厳冬期でもかなり人気があるが、

経験がなかった。富士山麓には昭和初期には多くのスキー場があり賑わっていたようだ。 

http://www.fjsan.net/fjskijyouimamukashi.htm  

http://www.fjsan.net/fjskijyouimamukashi.htm


 

・一昨年は富士山の積雪は多く、この時期にわ

が会のメンバーが二ッ塚・宝永山周辺で快適な

残雪期山スキーを楽しんだ。小生も以前から気

になっており、厳冬期からこの時期の御殿場登

山口周辺の山スキーにそろそろ参入せねばと考

えていた。 

今期は 12月～1月、関甲信は極めて積雪が少な

く、富士山もライブカメラ見ると宝永山付近ま

で黒々とした情景が多く、積雪が少ないと考え

ていたが、2月～3月にかけ低気圧によるかなり

の降雪が数回あり 3月 15日のライブカメラでは

かなりの積雪増加が期待された。 

山行の 2～3日前から高温・低気圧の影響で標高

の低い所では融雪が進んでいると考えられた。

当初 21 日に計画したが、21 日は低温になりす

ぎ、ガリガリバーンが予想されたため、標高 2000m 付近で 0℃前後の予報である 20 日に

前倒しして入山した。 

 

・雨の残る東名から霧の御殿場口への道路を進み太郎坊のトンネルを抜けて右側の駐車ス

ペースには既に 4台の先行車があり 8時過ぎにスタートした。 

全く雪の気配のない白樺などの冬枯れの林間を進む沢地形を経由して進むと御殿場登山口

の茶屋が霧の中に現れた。二ッ塚方面の道標を参考に砂礫の踏み跡らしきところを進んで

いく。漸く所々に残雪が現れたが期待薄である。せめて標高 1500m位からはシール登行で

きないかと淡い期待を抱きながら歩きにくい砂礫の大きなうねりの中を進んだ。この辺は

まさに昔の太郎坊スキー場のゲレンデであったのだろうと思いめぐらしながら雪を求めて

標高を上げた。 



・漸く 1650m位になると窪地に残雪が残る部分が多くなり、その長さが 100m以上の部分

も現れ、滑走可能かどうか物色しながら、鵜の目鷹の目の状態で標高を上げた。 

しばらくすると霧が少なくなり視界が開け

青空も覗くようになり二ッ塚の斜面が眼前に現れたが、快適な滑走を期待した斜面はまだ

らにごくわずか残雪が残るのみで、この時点で今回は滑

走するより、偵察が主目的であると半ば諦めの境地で写

真撮影に興じながら宝永山との鞍部に向かった。遠目に

見る宝永山の斜面には残雪で覆われる範囲が多く何と

か滑れるところもありそうに見えるが、近づいていくと

砂礫の黒い部分がま

だまだ多く快適滑走

には程遠い。気温は 2

～3℃はありそう、砂

礫の下は凍っていて

ガチガチになってい

る部分もあるが雪面

は緩んでいる。もう少し標高を上げてみようと東方向に

トラバース気味に少し高度を上げると、何とか滑れそう

な範囲が広

がってきた。

徐々に急になりジグを切りながら、深いところ

で積雪 30 ㎝ほどの斜面を標高 2050m まで登

り、滑走開始地点とした。 

 

・視界不良のまま滑走開始、やや重くターンし

にくい雪面を慎重に下った。岩や砂礫が露出て

いる部分を避けながら、次第に滑りやすいザラ 



メになり、狭い窪地地形を鞍部まで滑走できた。標高差約 150m を何とか滑走できたこと

となり、山スキーとしての富士山滑走の体裁はなんとか整った。その後は狭い窪地地形の

残雪を拾いながら、3～4回スキーを脱着しながらなんとか標高 1650mまで滑走できた。 

 

・御殿場登山口にある富士山初スキーの看板を見学し、車道を下り、トンネルを通過して

駐車スペースに戻った。偵察山スキー山行としては十分目的を達することができ、一風変

わった富士の側面を味わうことができた。 



帰り支度を始めたところへ隣に駐車した単独のスキーヤーが帰還、お聞きしたところ 6 時

にスタートし 7 合目まで行き、上部は晴れており、青氷の上にクリーミーな薄雪が乗かっ

た状態であったとのこと、素晴らしいパワーですね。残雪が極めて少なく例年のように 5

月まで待ってはいられなかったとのことでした。 

5月の富士山山スキーの旬の時期はどうなることやら！！！ 

 

 

 


